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（円）

金
お
の
域
地
る
い
で
ん
住
の
分
自

算
決
「」
…
か
う
ろ
だ
の
な
夫
丈
大

が
葉
言
ど
け
る
い
て
い
つ
は
料
資

い
て
れ
わ
思
と
」
い
な
ら
か
分
く
よ

号
２
、
は
で
集
特
の
回
今。
に
方
る

況
状
政
財
の
村
倉
粟
西
て
け
分
に

わ
合
に
標
指
な
的
表
代
で
上
る
み

。
す
ま
き
い
て
し
え
伝
お
て
せ

ど
な
況
状
の
算
決
の
近
最
に
前
の
標
指
１

　

び
及
計
会
般
一
「、
年
毎
は
で
村
倉
粟
西

料
資
う
い
と」
て
い
つ
に
等
算
決
計
会
別
特

。
す
ま
い
て
し
布
配
に
緒
一
と
紙
報
広
を

決
「る
よ
に
員
委
査
監
、
て
し
と
提
前
の
そ

 

の
つ
７
、
他
の
計
会
般
一
は
に
村
倉
粟
西

の
回
今。
す
ま
り
あ
も
の
も
る
す
成
編
て

取
て
い
つ
に
計
会
般
一
、
則
原
は
で
集
特

。
す
ま
き
い
て
げ
上
り

？
金
借
は
債
方
地
・ 

り
あ
は
で
金
借
、
で
の
す
ま
り
な
と
入
借

り
な
異
は
と
金
借
の
通
普
、
し
だ
た。
す
ま

に
業
事
、
は
て
い
つ
に
の
も
た
め
認
が
国

。
す
ま
り
あ
も
の
も
る
れ
さ
置
措
税
付
交

事
が
村、
は」
債
業
事
策
対
疎
過
「、
ば
え
例

す
で
債
起
る
す
用
利
も
最
、
際
う
行
を
業

交
の
割
７、
し
対
に
還
償
金
元
の
年
毎、
が

件
条
ん
ろ
ち
も。
す
ま
れ
さ
置
措
が
税
付

村
と
う
い
に
単
簡
、
が
す
ま
り
あ
々
様
は

事
ば
れ
す
意
用
に
自
独
を
金
お
の
割
３
は

。
す
ま
り
な
に
と
こ
る
え
行
が
業

還
償
積
累
の
年
毎
、
で
と
こ
う
行
を
業
事

比
る
て
充
に
還
償
、
と
る
く
て
え
増
が
額

こ
る
す
迫
圧
を
政
財
、
り
な
く
き
大
が
率

す
ま
り
な
に
と

・ 基金の状況

・ 起債残高の状況（過去１０年）

令和４年度では、年間 4億 9,722 万円の元利償還を行っています。

※B将来負担比率が0.0 以下の場合は（‐）

（単位：％）

（単位：億円）

・財政構造

Ａ 実質公債費比率
　（３か年平均）

Ｂ 将担比率来負
Ｃ 経常収支比率

※次ページより、来月にかけて３つの指標について解説していきます。

と
」
定
認
算
決
「
る
よ
に
会
議
、」
査
監
算

ず
ま
、
が
す
ま
き
い
て
し
え
伝
お
を」
？
ん

再
を
況
状
算
決
て
め
含
も
い
ら
さ
お
は

。
す
ま
い
思
と
ば
れ
け
だ
た
い
認
確
ご、
度

標
指
る
く
て
え
見
ら
か
こ
そ、
後
の
そ

　　

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
い
つ
に
標
指
の
つ
３

基金
財政調整基金

一般会計にかかる基金残高の計令和 4 年度末残高

減債基金
その他基金

H25
22.5

9.8 9.9

23.7
89.4

- - - - -
92.4

9.1

88.6

8.6

87.2

7.7

91.3

8.5

95.6

8.8

19.4
90.2

9.8

10.6
88.1

10.6

26.6
89.7

12.7

21.3
94.5

22.4 21.4 21.4 24.2 27.9 37.8 39.9 45.1 42.2 48.3
H26 H27 H28 H95 H30 H31 R2 R3 R4 R5 見込

◎一般会計決算の状況
・ 過去１０年間の歳入歳出

※令和５年度は、１２月の補正予算までを計上しています。

決算

予算

年度
平成２５年度
平成２６年度
平成２７年度
平成２８年度
平成２９年度
平成３０年度
平成３１年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和５年度

歳入
24億9,690万円

20億6,127万円
23億　430万円 1億9,260万円 800万円

2,555万円
1,340万円
7,048万円
123万円
617万円
768万円
5,127万円

8,325万円
1,618万円

1億6,547万円
1億7,831万円
1億4,188万円
1億6,570万円
1億2,001万円

8,396万円
1億4,128万円
1億9,066万円
2億5,255万円

－ －

20億7,702万円
26億3,031万円
31億　784万円
29億5,424万円
37億5,400万円
35億2,347万円
39億1,128万円
34億8,394万円
43億　 40万円

22億2,674万円
22億5,533万円
27億7,219万円
32億7,354万円
30億7,425万円
38億3,796万円
36億6,475万円
41億  194万円
37億3,649万円
43億   40万円

2億1,554万円
2億3,887万円 15億2,750万円
10億7,309万円

歳出 差引 差引きのうち繰越分

H25 H26 H27 H28 H95 H30 H31 R2 R3 R4

今
月
の
テ

マ

A  実質公債費比率

B 将来負担比率

C 経常収支比率



（円）

？
の
な
標
指
る
見
を
何
１

す
担
負
が
等
計
会
般
一
の
体
団
共
公
方
地

の
債
村
、
ち
う
の
費
債
公
（金
還
償
利
元
る

も
た
れ
ら
て
あ
に
還
償
の
子
利
・
金
元

規
政
財
準
標
の
金
還
償
利
元
準
び
及
）。
の

。
率
比
る
す
対
に
額
た
し
と
本
基
を
模

済
経
の
等
収
税
、
は
と
模
規
政
財
準
標

　

、
で
の
も
す
示
を
模
規
の
源
財
般
一
な
的

も
た
し
算
加
を
税
付
交
通
普
に
等
入
収
税

。
す
で
の

済
返
に
度
年
の
そ
、
は
率
費
債
公
質
実

　

占
に
模
規
政
財
準
標
の
額
の
金
入
借
る
す

。
す
で
と
こ
の
合
割
る
め

？
の
る
あ
は
準
基
2

準
基
化
全
健
期
早

　

25
％

】
事
き
べ
す
が
政
行
【

あ
で
準
基
化
全
健
期
早

　

る
25

え
超
を
％

し
表
公
を
率
比
断
判
化
全
健、
は
に
合
場
た

下
以
準
基
を
率
比、
に
で
ま
日
末
の
度
年
た

化
全
健
政
財
「た
し
と
標
目
を
と
こ
る
す
に

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
め
定
を」
画
計

可
許
な
的
般
一
に
提
前
を
定
策
の
画
計
※

。
る
れ
さ
可
許
り
よ
に
準
基

画
計
化
全
健
政
財

。
る
す
記
明
を
し
通
見
の
と
ご
度
年、
針
方

部
外。
要
必
が
決
議
の
会
議
は
に
定
策
・

。
る
け
付
務
義
を
求
要
の
査
監

表
公
し
告
報
に
会
議
度
年
毎
を
況
状
施
実
・

ら
め
認
と
難
困
く
し
著
が
化
全
健
期
早
・

必
が
事
知
は
又
臣
大
務
総
、
は
き
と
る
れ

　
　
　
　
　
　告
勧
な
要

a
a
a
準
基
生
再
政
財

35
％

】
事
き
べ
す
が
政
行
【

、
は
に
合
場
る
あ
で
上
以
準
基
生
再
政
財

ら
か
率
比
断
判
化
全
健
（
率
比
断
判
生
再

表
公
を
）
の
も
た
い
除
を
率
比
担
負
来
将

計
生
再
政
財
「、
に
で
ま
日
末
の
度
年
た
し

・

く
低
が
値
数
・
る
減
が
率
比
（
因
要
ス
ラ
プる

な

）

る
減
が
金
還
償
利
元
の
債
方
地
・

る
え
増
が
税
付
交
・

る
え
増
が
収
税
・

高
が
値
数
・
る
え
増
が
率
比
（因
要
ス
ナ
イ
マ
・

）
る
な
く

る
減
が
税
付
交
・

る
減
が
収
税
・

含
を
」
率
費
債
公
質
実
「
の
こ

　

実
結
連
「」
率
比
字
赤
質
実
「、
め

」
率
比
担
負
来
将
「」
率
比
字
赤
質

健
「
て
せ
わ
合
を
率
比
の
つ
４
の

。
す
ま
い
い
と」
率
比
断
判
化
全

？
の
る
な
う
ど
と
る
な
く
悪
3

 

方
地
（
金
入
借
る
め
占
に
入
収
な
的
準
標
　

き
大
の
額
る
じ
準
に
れ
こ
び
及
額
済
返
の
）
債

す
返
を
金
借
、
で
の
な
の
も
た
し
化
標
指
を
さ

段
普
や
組
取
な
た
新
、
て
れ
さ
促
に
け
だ
と
こ

く
無
が
の
も
の
そ
組
取
、
く
な
は
で
け
だ
下
低

。
す
ま
れ
ら
え
考
も
と
こ
る
な

平
県
　

均
6.3

平
村
町
　％

均
9.4
％

実質公債費比率 =
(3 か年平均 )

準元利償還金 = 1 から 5 までの合計額
1 満期一括償還地方債について、償還期間を 30 年とする元金均等年賦償還をした場合における 1 年当たりの元金償還金相当額
2 一般会計等から一般会計等以外の特別会計への繰出金のうち公営企業債の償還に充てたと認められるもの
3 組合・地方開発事業団 ( 組合等 ) への負担金・補助金のうち、組合等が起こした地方債の償還の財源に充てたと認められるもの
4 債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの 
5 一時借入金の利子

次号に続く

率
比
費
債
公
質
実
の
村

18.0%

0.8% 0.3% 1.0%
1.2%

1.9%
1.4%

16.0%

14.0%

12.0%

10.0%

8.0%

6.0%

H29
年度

7.7
%

H30
年度

8.5
%

R1
年度

8.8
%

R2
年度

9.8
%

R3
年度

過去

10.6
%

R4
年度

未来

年度

現在

実質公債費比率 12.7
%

R5
年度

14.1
%

R6
年度

14.3
%

R7
年度

13.6
%

R8
年度

13.3
%

R9
年度

12.9
%

0.2% 0.7% 0.3% 0.4%

？
は
字
数
の
村
・　

　

平
成
29

度
年

は
7.7

令、
が
た
し
で
％

に
度
年
4
和

は
12
.

。
す平

成
29

ら
か
度
年

は
5.0

傾
昇
上
の
増
の
％

始
を
館
会
ら
く
わ
あ
は
れ
こ
、
が
す
で
向

橋
・
路
道
、
新
更
の
設
施
共
公
る
す
と
め

再
・
素
炭
脱
、
備
整
ラ
フ
ン
イ
の
ど
な
梁

も
る
よ
に
資
投
の
へ
等
業
事
進
推
ネ
エ

た
し
定
策
に
月
6
年
3
和
令。
す
ま
い

以
（
画
計
興
振
合
総
村
倉
粟
西
次
6
第
『

活
を
債
方
地
、
で
中
の』
）
画
計
興
振
、
下

令
（
業
事
る
い
て
し
画
計
で
定
予
る
す
用

降
以
度
年
6
和
令
を
）
め
含
も
の
も
の
施

す
行
発
い
伴
に
れ
そ
、
し
施
実
て
べ
す
に

 ( 地方債の元利償還金 + 準元利償還金 ) 
-( 特定財源 + 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 )

標準財政規模 -( 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 )

の

14.３

。
す
ま

と
の
記
下
は
式
定
算
の
率
比
債
公
質
実

加
増
が
模
規
政
財
準
標
に
純
単
、
で
り
お

す
少
減
が
還
償
利
元
の
債
方
地
、
か
る
す

シ。
す
ま
し
少
減
は
率
費
債
公
で
か
る

業
事
の
上
画
計
興
振
は
降
以
、
値
績
実
は

よ
に
等
計
推
口
人
、
し
と
提
前
を
行
執
の

推
の
等
額
税
付
交
び
よ
お
収
税
準
標
る

率
費
債
公
降
以
度
年
6
和
令
、
と
る
す
説

る
な
と
子
分
、
は
由
理
く
い
て
し
少
減
が

母
分
て
べ
比
に
合
割
る
す
少
減
が
値
数

な
少
が
合
割
る
す
少
減
が
値
数
る
な
と

お
と
の
記
下
は
式
定
算
（。
す
で
ら
か
い

年
毎
の
金
還
償
利
元
は
子
分
、
ず
ま
）
り

用
利
く
多
を
の
も
な
利
有
る
れ
さ
置
措

も
る
す
了
満
が
還
償
、
と
と
こ
る
い
て
し

、
は
母
分
で
方
一。
す
で
め
た
る
あ
が
の

還
償
利
元
ら
か
等
収
税
+
税
付
交
通
普

い
引
し
差
を
額
入
算
税
付
交
る
か
か
に

く
き
大
が
率
定
算
の
税
付
交
、
で
の
も
た

は
に
的
体
全
、
が
す
で
提
前
い
な
ら
わ
変

増
も
置
措
税
付
交
り
よ
に
加
増
の
費
債

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
め
定
を」
画

る
れ
さ
定
限
が
債
方
地
る
れ
ら
り
借
※

画
計
生
再
政
財

）
決
議
の
会
議
（定
策
を
画
計
生
再
政
財
・

を
求
要
の
査
監
部
外
り
た
あ
に
定
策
（
　

）
け
付
務
義

議
協
に
臣
大
務
総
、
は
画
計
生
再
政
財
・

る
き
で
が
と
こ
る
め
求
を
意
同、
し

地
、
き
除
を
等
業
事
旧
復
害
災
】
無
意
同
【

限
制
を
債
起
の
債
方

た
る
え
替
り
振
を
額
足
不
支
収
】
有
意
同
【

地
る
あ
で
内
間
期
画
計
が
限
年
還
償
、
め

可
債
起
の）
債
例
特
替
振
生
再
（債
方・

め
認
と
い
な
し
合
適
に
画
計
が
営
運
政
財ら

告
勧
を
等
更
変
の
算
予、
は
に
等
合
場
る
れ

記
下
は
費
債
公
の
こ
、
が
す
ま
り
な
と
額

財
準
基
る
係
に
還
償
利
元
「
に
内
式
定
算

実
、
に
う
よ
る
あ
と
」
額
入
算
額
要
需
政

子
分
・
母
分
は
で
定
算
の
率
費
債
公
質

な
と
の
も
く
引
し
差
に
も
と

影
、
果
結
る

昇
上
価
物
の
年
近
ろ
し
む
、
く
な
は
響

件
条
定
算
た
し
慮
考
を
響
影
る
よ
に

出
支
う
伴
に
更
変
度
制
や
し
直
見
の

額
増
の
額
税
付
交
る
す
対
に
増
費
経

あ
で
債
方
地
い
高
の
率
置
措
税
付
交

大
は
て
い
お
に
面
の
率
費
債
公
ば
れ

次
、
が
す
ま
え
言
と
い
な
は
響
影
な
き

率
比
支
収
常
経
る
す
明
説
で
降
以
号

地
、
り
あ
が
響
影
に
率
比
担
負
来
将
や

営
運
政
財
、
程
る
え
増
が
行
発
の
債
方

計
つ
か
切
適
、
ら
か
と
こ
る
す
迫
圧
を

れ
ら
め
求
が
行
発
の
債
方
地
な
的
画

。
す
ま

つ
つ
い
行
は
資
投
な
要
必
き
続
き
引

を
営
運
政
財
、
し
視
注
を
率
費
債
公
も

ま
り
参
て
め
努
う
よ
る
て
保
に
全
健

。
す

A、

率
比
費
債
公
質
実



長
村
木
青

答

長
課
光
観
業
産
原
萩

答

長
課
光
観
業
産
原
萩

答 問

員
議
田
新

結

員
議
田
新

長
課
祉
福
健
保
木
高

答

長
課
設
建
藤
佐

答

結

員
議
田
新

結

員
議
田
新

長
村
木
青

答

12
5

議会だより議会だより

齢
年
均
平
の
者
作
耕
田
水
の
区
地
谷
塩
　
　

は
、6
9
9

家
農
非
る
よ
に
化
齢
高。
す
で
歳

に
棄
放
地
農
る
よ
に
村
離
や
方
る
れ
ら
な
に

ま
い
て
め
始
ち
立
目
が
地
棄
放
作
耕
、
り
よ

能
可
続
持
を
業
農、
り
守
を
地
農
の
内
村。
す

法
の
営
経
業
農
、
は
に
め
た
る
す
に
の
も
な

。
す
ま
え
考
と
要
必
が
策
施
の
等
化
人

村
の
後
今
、
え
ま
踏
を
題
課
と
状
現
の
村
　

、
へ
長
村
を
解
見
の
て
い
つ
に
策
政
業
農
の

の
営
経
業
農、
め
含
を
成
形
の
Ｏ
Ｍ
Ｒ
村
農

観
業
産
て
い
つ
に
題
課
と
性
能
可
の
化
人
法

。
す
ま
い
伺
に
長
課
光

経
と
積
集
の
地
農
、
は
き
べ
う
か
向
後
今
　

も
業
農。
す
ま
え
考
と
だ
化
人
法
の
体
営

変
て
し
と
業
事
る
れ
図
に
的
律
自
が
成
育

。
す
ま
り
あ
が
要
必
く
い
て
し
長
成、
化

組
り
取
て
け
向
に
立
設
人
法
業
農
、
在
現
　

将。
す
ま
い
て
し
援
支
を
家
農
る
い
て
れ
ま

積
集
を
地
農
の
村
が
人
法
の
こ
、
は
に
的
来

的
面
多
で
域
全
内
村
ら
か
度
年
今
、
た
ま
　

農。
す
ま
い
て
し
入
導
も
業
事
金
付
交
能
機

を
地
農
て
め
含
を
家
農
非
く
な
で
け
だ
家

積
集
が
家
農
手
い
担、
在
現。
す
で
要
必
が
点

に
う
よ
の
ど
が
人
法
該
当
を
場
圃
る
い
て
し

か
く
い
て
し
承
継

、

て
し
そ

自
立
的
経
営
を

可
能

い
と
か
る
き
で
に

う
課
題

す
ま
り
あ
が

。
デ
モ
な
う
よ
の
ど
、
て
い
つ
に
成
形
の
Ｏ
Ｍ

と
地
用
農、
た
ま。
か
の
る
な
に
え
考
お
を
ル

今
、
地
農
な
難
困
が
と
こ
る
す
持
維
て
し

う
ど
後
今
を
ぼ
ん
田
る
い
て
し
作
耕
と
々
細

。
か
の
う
扱

、
く
し
難
は
保
確
の
入
収
は
で
み
の
産
生
　

現。
ん
せ
ま
れ
ら
得
は
入
収
な
分
十、
と
い
な

産
生
を
料
材
原、
品
商
な
う
よ
の
ど、
で
点
時

。
す
で
要
必
が
点
視
う
い
う
そ、
が
ん
せ
ま
い

は
に
く
い
て
し
持
維
を
地
農
の
村
　

、

の
率
効

非
は
田
い
し
難
の
際
山
、
保
確
は
地
農
い
良

ま
い
思
と
要
必
も
と
こ
く
い
て
し
化
地
農

は
ろ
こ
と
る
い
て
れ
荒、
も
で
田
は
目
地。
す

。
す
ま
い
て
め
進
次
順
も
と
こ

て
し
く
な
地
農。
幹
根
る
守
を
村、
は
地
農
　

を
地
農
た
き
て
れ
ら
守
と
々
脈
で
中
の
史
歴

峻
も
く
な
か
は。
か
く
い
て
し
持
維
に
か
い

棄
放
作
耕
て
が
や
が
地
農
の
端
末
り
よ
に
別

い
て
し
を
死
壊
ら
か
端
末
が
村
、
り
な
と
地

向
方
の
り
く
づ
村
の
後
今
は
策
政
業
農。
く

。
す
ま
い
て
れ
わ
問
が
性

あ
で」
む
し
楽
を
る
き
生
「は
念
理
の
村
本
　

に
み
組
取
の
へ
等
市
都
来
未
s
G
D
S
、
り

実
の
会
社
い
な
さ
残
り
取
り
と
ひ
誰
、
り
よ

る
れ
ふ
あ
顔
笑
る
が
な
つ
・
ぐ
な
つ
、
や
現

ら
図
が
進
推
の
策
施
う
よ
る
な
と
村
倉
粟
西

と
題
問
0
5
0
8。
す
ま
い
思
と
る
い
て
れ

。
す
で
題
課
の
緊
喫
つ
か
要
重、
は
策
対
り
も

　

に
援
支
の
へ
方
る
あ
に
態
状
の
立
孤
・
独
孤

の
へ
り
ま
だ
ひ、
と
組
取
の
で
ま
れ
こ、
て
い
つ

後
鎖
閉
ス
ウ
ハ
う
ゆ
う
ゆ
る
よ
に
化
元
一

のす
ま
い
伺
て
い
つ
に
応
対
た
め
含
を
て
だ
手

。

　
令
和
3

域
地
、
所
務
事
祉
福
、
ら
か
度
年

ビ

関
に
祉
福
の
内
村
、
ど
な
ネ
所
業
事
スる

わ

多
、
り
ま
集
に
堂
一
が
関
機
の
て
全

　

談
相
な
ろ
い
ろ
い
、
は
策
対
り
も
こ
き
ひ

き
ひ。
す
で
件
案
い
し
難
番
一
も
で
中
の
援
支

れ
い
も
人
い
な
れ
ら
出
ら
か
家、
は
に
り
も
こ

ニ
ビ
ン
コ、
ば

や
図
書
館
な

と
こ
く
行
は
に
ど

す
ま
り
あ
が
態
状
な
々
様、
ど
な
る
き
で
が

。

困
活
生
な
的
済
経
　

ら
来
に
談
相
へ
協
社
や
所
務
事
祉
福
は
に
き

す
ま
き
で
が
援
支
の
か
ら
何
は
き
と
の
そ、
れ

リ
デ
変
大
は
援
支
の
方
の
り
も
こ
き
ひ
、
が

内
村
、
し
だ
た。
す
で
状
現
が
の
い
な
い
て
き

、
り
お
て
き
で
は
握
把
の
方
の
り
も
こ
き
ひ
の

い
て
し
問
訪
に
的
期
定
が
師
健
保

ま。
す
ま

把
も
帯
世
る
れ
わ
言
と
題
問
0
5
0
8
、
た

あ
が
談
相
る
す
関
に
事
仕
、
り
お
き
で
は
握

元
一
の
う
ゆ
う
ゆ
と
り
ま
だ
ひ
、
に
後
最
　

び
及
用
利
の
で
ト
イ
ラ
テ
サ
の
能
機
多
模
規

。
す
ま
い

　
70

き
で
く
し
新。
す
で
代
世
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
代

い
思
と
る
す
響
影
く
き
大
に
方
り
在
の
設
施

か
う
ろ
か
な
は
で
ト
プ
セ
ン
コ
の
つ
一
が
と

。
す
ま
い
思
と

、
り
あ
が
場
水
浄
の
つ
４
は
に
村
倉
粟
西
　

に
書
画
計
査
検
質
水
村
倉
粟
西
度
年
５
和
令

安
、
に
も
と
と
る
す
給
供
定
安
を
道
水
り
よ

画
計
同。
す
ま
い
て
れ
さ
供
提
を
道
水
な
全

、
水
浄
び
及
定
策
の
画
計
査
検
質
水
「は
に
書

公
に
民
村
く
広
、
は
果
結
査
検
質
水
の
水
原

覧
閲
に
か
や
速
を
果
結
査
検
に
め
た
る
す
表

。
す
ま
り
あ
と」
る
す
に
能
可

の
時
臨
び
及
年
通
る
係
に
道
水
、
で
こ
そ
　

の
心
安
全
安
、
に
長
課
設
建
て
い
つ
に
応
対

に
う
よ
の
ど
を
地
源
水
の
道
水
る
あ
で
本
根

。
す
ま
い
伺
に
長
村
を
か
の
る
守

水
が
の
な
要
重
に
給
供
の
水
道
水
な
全
安
　

、
回
１
月
毎
、
は
度
頻
の
査
検。
す
で
査
検
質

査
検
の
去
過、
ど
な
回
１
年、
回
１
に
月
か
３

目
項、
て
し
案
勘
を
等
況
状
の
源
水
や
果
結

窓
課
設
建
、
は
果
結
査
検。
す
ま
い
違
に
別

。
す
ま
い
て
し
に
う
よ
る
き
で
覧
閲
で
口

係
に
等
道
報
の
体
治
自
他
下
県
の
度
の
こ
　

山
岡
と
省
働
労
生
厚
、
は
で
応
対
の
時
臨
る

実
の
査
検
握
把
度
濃
の
等
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｐ
り
よ
県

。
た
し
ま
り
あ
が
知
通
の
旨
る
め
努
に
施

を
査
検
加
追
で
所
か
３
の
場
水
浄
谷
引
、
谷

満
未
値
標
目
定
暫
が
て
全
果
結
の
そ
、
い
行

検
期
定
の
月
1
1、
は
場
水
浄
央
中。
た
し
で

果
結
査
検
く
じ
同
、
し
施
実
て
せ
わ
合
に
査

検
は
等
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｐ、
で
満
未
値
標
目
定
暫
は

。
た
し
で
ん
せ
ま
れ
さ
出

　

源
水
の
林
山
る
あ
に
流
上
ら
か
場
水
取

ま。
す
で
要
必
が
理
管
の
て
し
と
林
養
涵

の
そ
、
は
者
権
有
所
の
地
土
の
部
流
上
、
た

し
有
を
利
権
る
す
水
取
を
水
下
地
で
内
地

、
が
す
ま

 

ま
り
限
も
と
い
な
出
が
響
影
の
へ
地
源
水

取
の
水
下
地
、
は
で
村
に
め
た
の
そ。
ん
せ

を
れ
こ
、
て
け
設
を
例
条
制
規
る
す
対
に
水

限
制

。
す
ま
い
て
し

は
れ
そ
か
な
か
な
、
る
き
で
覧
閲
で
口
窓
　

。
す
ま
い
思
と
か
い
な
は
で
要
必
て
し
と

村
　

広
て
め
高
を
性
感
の
機
危
ひ
ぜ。
す
ま
り
あ

。
い
た
き
だ
た
い
て

項
事
問
質

①
員
議
田
新

新田　義純 議員

旨
要
問
質

項
事
問
質

③
員
議
田
新

旨
要
問
質

て
い
つ
に
化
人
法
の
営
経
業
農

項
事
問
質

②
員
議
田
新

旨
要
問
質

の
へ
方
る
あ
に
態
状
の
立
孤
・
独
孤

て
い
つ
に
援
支

て
い
つ
に
全
安
の
水
道
水
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道
国

3
7
3

て
い
つ
に
続
接
道
歩
号 項

事
問
質

旨
要
問
質

　

事
工
幅
拡
の
区
地
石
影

は
2
0

年
数

道
歩
が
す
で。
す
ま
い
て
し
成
完
に
前

達
供
子
ら
が
な
し
配
心。
ん
せ
ま
い
て

ま
い
て
見
を
子
様
る
す
学
通
日
毎
が

思
と
だ
安
不
変
大
も
方
の
者
護
保。
す

完
期
早
の
道
歩
ら
か
A
T
P。
す
で
い

た
る
す
保
確
を
全
安
の
民
村
と
達
供
子

き
だ
た
い
て
け
か
き
働
に
県
山
岡
に
め

。
い
た

事
工
の
近
付
良
改
未
の
区
地
石
影

　

平
、
は

成
9

か
年

ら
14

て
け
か
に
頃
年

平
、
れ
ら
め
進

成
16

助
補
庫
国
に
度
年

ま
り
な
と
了
完
業
事
に
時
同
と
了
終

。
た
し

て
1
9
年区

良
改
未
の
こ。
す
ま
い
て
し
過
経
が

以
石
影、
り
あ
に
く
近
が
校
学
中、
は
間

高
の
面
路、
し
接
に
川
野
吉
は
側
西。
す

ち
た
供
子
ら
か
会
合
連
A
T
P
村。
す

改
路
道
の
め
た
の
保
確
学
通
な
全
安
の

こ
と
る
い
て
け
受
年
毎
を
書
望
要
の
良

。
す
で
ろ

国
旦
一
、
は
開
再
業
事
の
良
改
路
道
　

山
岡
、
り
お
て
し
了
終
が
業
事
助
補
庫

て
し
化
業
事
に
め
た
の
保
確
算
予
も
県

、
は
て
し
と
村。
す
ま
り
あ
が
業
作
く
い

事
し
対
に
県
山
岡
る
あ
で
者
理
管
路
道

り
い
ま
て
し
望
要
に
的
続
継
を
開
再
業

。
す
ま　

美
、
は
て
い
つ
に
道
歩
の
区
地
石
影
　

開
頃
先
た
ま
、
請
要
の
へ
長
局
民
県
作

町
市
接
隣
境
県
両
山
岡
・
庫
兵
た
れ
か

員
議
中
田

長
課
設
建
藤
佐

答

長
村
木
青

答

結

員
議
中
田

田中 貞己 議員や
増
に
ら
さ
、
し
持
維
を
口
人
の
村

て
し
関
に
策
方
の
め
た
く
い
て
し

項
事
問
質

旨
要
問
質

隊
力
協
し
こ
お
域
地
つ
か
、
く
高
が

が
合
割
る
れ
ら
残
も
後
期
任
が
方
の

が
方
の
か
割
何
も
で
れ
そ
、
が
す
ま

理
の
そ。
す
ま
い
て
れ
ら
去
で
年
数

？
か
す
ま
い
て
し
析
分
と
だ
何
は
由

れ
ら
こ
て
し
住
移

住
く
長
に
達
方
た

れ
こ
、
に
め
た
く
だ
た
い
て
け
続
み

策
方
の
後
今
て
し
そ
、
て
い
つ
に
慮

。
す
ま
い
伺
て
い
つ
に

れ
ら
去
が
員
隊
力
協
し
こ
お
域
地
　

で
型
業
起
、
は
由
理
る

は
1

転
が
名

も
、
出

う
1

村
が
解
見
の
業
事
が
名

れ
さ
任
退
で
由
理
う
い
と
る
な
異
と

用
採
、
は
で
型
修
研
業
企。
す
ま
い
て

職
や
違
相
の
解
見
の
と
者
業
事
た
し

の
も
る
よ
に
係
関
間
人
・
境
環
場

が

9

で
続
継
動
活
に
め
た
の
族
家
、
名

が
2

不
調
体
、
名

良

2
が

の
設
施
光
観
、
は
で
型
携
連

者
業
事

り
あ
が
等
違
相
の
解
見
と

、
3

め
や
名

。
す
ま
い
て
れ
ら

て
し
と
村
を
応
対
な
う
よ
の
ど
　

の
け
向

お
て
し
催
開
年
毎
を
会
修
研

隊
力
協
や
明
説
度
制
に
者
業
事
、
り

わ
関
、
点
意
注
の
業
事
る
す
用
活
を

事
題
問
た
き
起
に
年
数
去
過
、
方
り

隊
力
協
と
主
業
事
、
て
し
示
例
を
案

業
事。
す
ま
い
て
し
話
お
に
者
理
管

集
収
報
情
で
人
数
複
の
室
進
推
、
て

生
発
が
題
問。
す
ま
い
て
け
が
心
を

い
言
ら
か
者
両、
則
原、
は
合
場
た
し

面
者
３
た
え
交
も
場
役
、
き
聞
を
分

と
こ
る
図
を
決
解
の
題
課
で
場
の
談

員
隊
び
及
者
業
事。
す
ま
い
て
し
に

２
ら
か
回
１
に
年
に
れ
ぞ
れ
そ
方
の

況
状
り
限
る
き
で
、
い
行
を
談
面
回

ま
い
て
め
努
に
う
よ
る
す
集
収
を

。
す

、
は
て
い
つ
に
ろ
こ
と
の
者
業
事

　

で
内
社
会
は
在
現、
ら
か
形
の
遣
派

を
法
方
用
採
に
形
な
能
可
が
用
雇
の

し
更
変

動
活
で
中
の
社
会
が
員
隊
、
てい

す
や
し

う
伺
に
方
た
れ
さ
出
転
に
で
す

　

の
倉
粟
西
「に
も
と
と
意
の
謝
感
、
と

暖。
た
じ
感
に
う
よ
い
多
も
方
る
い

と
」
い
し
ほ
て
げ
あ
て
し
援
支
く
か

い
思
い
よ。
た
し
ま
り
あ
が
声
う
い

れ
あ
で
の
た
し
出
転
て
し
残
を
出

係
関
「。
す
ま
い
思
と
る
が
上
が
度
感

な
に
て
だ
手
の
つ
一
る
す
持
維
を
口

西
、
し
に
切
大
を
い
会
出
、
も
て
し
と

①
員
議
谷
芦

事
参
任
特
生
創
方
地
山
上

答

結

員
議
谷
芦

県
山
岡
、
て
い
お
に
会
議
協
興
振
村

求
要
を
応
対
接
直
へ
長
部
全
安
活
生

。
す
で
ろ
こ
と
た
し

必
が
渉
交
地
用
の
と
者
権
地
係
関
　要

議
協
も
と
県
山
岡。
す
ま
り
な
と

進
ら
が
な
得
を
力
協
ご
の
様
皆
、
し

。。
す
ま
り
い
ま
て
め

前

　

も
何
で
ま
長
村
現
ら
か
長
村

い
た
き
だ
た
い
て
し
を
備
整
に
急

。
す
ま
い
思
と
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結

員
議
谷
芦

長
村
木
青

答

て
い
つ
に
実
充
の
祉
福
者
齢
高

項
事
問
質

旨
要
問
質

②
員
議
谷
芦
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た
新
る
わ
関
に
し
ら
暮
の
民
村

　

医
「、
は
長
村
て
い
つ
に
み
試
な

、
れ
ら
け
受
で
宅
自
を
護
介
・
療

ら
え
迎
を
期
最
で
宅
在
ば
れ
き
で

検
の
り
く
づ
み
組
仕
の
自
独
る
れ

イ
長
首
の
社
聞
新
と
」
る
入
に
討

宅
自
が
方
る
れ
ま
望。
す
ま
れ
ら

る
き
で
が
と
こ
る
え
迎
を
期
最
で

こ
な
せ
幸
も
て
と
、
ば
れ
あ
で
の

。
い
さ
だ
く
せ
か
聞
お
て
い
つ

　

か
代
世
い
若
、
は
題
課
の
村
の
下
現

や
理
管
康
健
の
で
ま
る
至
に
期
末
終
ら

し、
け
か
い
問
に
等
院
病、
師
医
る
い
て

い
て
し
索
模
を
保
確
の
師
医
き
べ
る
か

。
す
で
ろ
こ
と
る

能
Ｌ
Ｄ
Ａ、
は
に
期
り
取
看、
期
末
終

　

よ
う
い
と
療
治
の
の
も
の
そ
病
疾。
す

な
的
体
身
る
す
行
進
に
か
や
緩
、
も
り

、
吸
呼、
つ
せ
排、
養
栄
り
ま
つ、
合
具
不

に
要
必
が
応
対
の
へ
ど
な
み
痛
、
膚
皮

医
た
し
う
こ、
合
場
の
宅
在。
す
ま
り
な

診
問
訪
の
院
病
原
大
や
所
療
診
、
は
療

。
す
で

う
ゆ
ら
か
月
４
年
６
和
令
、
は
ネ
㈱

　

規
小
と
業
事
問
訪
所
通
の
ス
ウ
ハ
う
ゆ

柔
り
よ
、
を
り
ま
だ
ひ
設
施
能
機
多
模

た
る
す
上
向
を
能
機、
た
ま、
応
対
な
軟

ま
い
て
し
表
発
を
と
こ
る
す
合
統
に
め

村
、
は
況
状
護
介
、
療
医
の
者
用
利。
す

情
時
常
で
間
の
所
療
診
と
所
業
事
の
内

大
、
し
す
ま
い
て
し
を
り
取
り
や
の
報

。
す
ま
い
て
れ
ら
図
が
携
連
て

宅
自
を
り
取
看、
護
介、
療
医
期
末
終

　

れ
ず
い
族
家
ご、
人
本
ご、
合
場
う
行
で

ま
り
あ
が
要
必
る
す
を
択
選
の
そ
が
も

場
い
な
ま
望
を
れ
そ
が
か
ら
ち
ど。
す

家
、
人
本
ご。
ん
せ
ま
し
現
実
、
は
合

時
る
き
で
通
疎
思
意
が
関
機
援
支
、
族

共
の
て
し
際
に
り
取
看、
期
末
終、
に
期

。
す

亡
死
る
よ
に
師
医
、
は
と
り
取
看

　

問
訪
が
師
医。
す
ま
し
結
完
で
認
確

訪
が
師
護
看
、
も
で
合
場
い
な
き
で

、
た
ま。
す
で
能
可
が
断
診
亡
死
る
よ

、
も
て
く
な
で
宅
自
が
所
場
の
期
最

で
り
ま
だ
ひ
の
在
現
ば
れ
な
と
内
村

な
に
能
可
も
等
り
取
看
の
中
泊
宿
の

。
す
ま
り

く
長
け
だ
る
き
で
、
は
々
方
の
民
村
　

い
た
し
ご
過
で
村
る
い
の
い
合
り
知

う
よ
る
れ
残
に
村
け
だ
る
き
で
が
方

面
な
ろ
い
ろ
い
、
に

い
て
し
援
支
で

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
だ
た

に
決
議
の
分
処
び
及
受
収
産
財
有
村

て
い
つ

項
事
問
質

旨
要
問
質

員
議
上
大

大上 伊三男 議員

長
村
木
青

答

長
村
木
青

答結

員
議
上
大

問

員
議
上
大

粟
西
・
明
不
者
続
相
（理
管
の
産
財
有
私

れ
さ
な
が）
態
状
棄
放
る
よ
に
在
不
村
倉て

有
所
村
、
て
い
つ
に
件
物
い
な
い

旋
斡
の
用
使
人
個
や
用
活
再
て
し
と

。
す
ま
れ
わ
思
と
要
必
が
策
施
の
等

て
い
つ
に
分
処
の
産
財
有
村
、
た
ま

ま
れ
わ
思
と
要
必
が
決
議
の
会
議
も

。
す
ま
い
伺
を
え
考
お
の
長
村、
が
す

状
棄
放
ち
う
の
産
財
有
私
は
に
内
村

　

り
ま
す
。同住

の
貸
賃
に
村
で
的
目
の
住
移
、
に
時

物
た
し
適
か
な
か
な
、
も
て
め
求
を
居

。
す
ま
り
あ
が
状
現
い
な
せ
探
が
件

改
家
き
空
る
い
て
け
設
を
度
制
が
村

　

業
事
助
補
却
除
は
い
る
あ
業
事
助
補
修

上
に
方
の
者
続
相
は
た
ま
者
有
所
を
等

産
資
定
固
、
め
た
く
だ
た
い
用
活
に
手

件
物
は
に
際
の
付
送
書
知
通
税
課
の
税

て
し
封
同
を
せ
ら
知
お
の
用
活
利
の
等

件
物
で
ク
ン
バ
家
き
空
、
た
ま。
す
ま
い

件
録
登
は
状
現
、
り
お
て
し
を
介
紹
の数

4

数
件
立
成
の
で
ま
れ
こ
、
件

は
23

賃
（件

貸
1
8

売
、
件

買
4

寄
、
件

附
1

。
す
で）
件

と
決
議
の
会
議
の
分
処
産
財
、
に
次

　

べ
す
付
に
決
議
の
会
議。
す
で
係
関
の

に
分
処
は
又
得
取
の
産
財
び
及
約
契
き

議
の
会
議
、
に
条
３
第
の
例
条
る
す
関

格
価
定
予
、
は
の
も
き
べ
す
付
に
決

は
く
し
若
産
動
不
の
上
以
円
万
0
0
7

件
１
は
地
土
、
払
売
・
入
買
の
産
動

れ
さ
定
規
と
の
も
の
上
以
㎡
0
0
0
5

め
進
を
想
構
林
森
の
年
百。
す
ま
い
て

、
は
等
伐
皆
の
林
有
村
な
要
必
で
上
る

し
当
該
に
分
処
産
財
す
ま
り
あ
に
例
条

体
治
自
他
の
内
県。
す
ま
え
考
と
い
な

算
予
て
し
と
入
収
採
伐
、
も
て
い
お
に

な
異
と
等
地
土
、
も
ど
れ
け
る
す
上
計

。
す
で
断
判
う
い
と
い
扱
的
用
運、
り

棄
放
が
人
個
、
は
の
る
す
念
懸
が
私

　

ろ
だ
く
い
て
え
増
々
年
は
件
物
た
れ
さ

け
受
が
村
く
ら
か
べ
す
を
れ
そ。
と
う

に
単
簡。
す
ま
き
て
出
も
所
い
な
の
値

理
無
は
に
す
移
に
政
行
を
産
財
の
人
個

。
す
ま
い
思
と
る
あ
が

円
万
0
0
7
格
価
定
予
た
れ
わ
言
今

　

お
か
方
え
考
う
い
う
ど
は
て
い
つ
に
件

。
す
ま
し
き
聞

す
却
売
ま
ま
の
き
付
地
土
を
林
山

　

。
す
ま
り
な
に
分
処
産
財、
は
合
場
る

林
植、
し
を
伐
皆、
は
に
業
林
し
か
し

循
く
い
て
て
育
た
ま
て
し
そ
、
し
を

で
的
目
る
得
を
入
収
、
は
伐
間
や
伐

。
す
で
断
判
う
い

て
い
つ
に
分
処
産
財
の
林
有
村

　

く
な
か
い
て
ね
重
を
議
協
々
後
、
は

題
問
諸
う
い
う
そ
に
次。
す
ま
い
て

い
て
せ
さ
問
質
た
ま
、
ば
れ
あ
が
等

。
す
ま
き
だ
た



あわくら会館 で「生きるを楽しむ」様子を紹介 11日（日）
19日（月）～23日（金）蔵書点検期間

２／１４（水）から一般書 5 冊以上を借りるとプレゼ
ントをお持ち帰りいただけます。プレゼントは展示
もします。なくなり次第終了ですので、ほしい方は
お早めに♪

日頃のご愛顧に感謝を込めて！バレンタイン企画

期間：２０２４年２月１９日 ( 月 ) ～２３日 ( 金 )
　　　※23 日は祝日のため休館日です。

蔵書点検期間中の図書館は休館になります。図書の
返却は返却ポストをご利用ください。ご不便をおか
けしますがご理解とご協力をよろしくお願いしま
す。

今年も図書館の蔵書点検がはじまります。

※あわくら会館イベントの詳細は別紙チラシをご覧ください。

図書館の新刊案内

『紫式部本人による現代語訳「紫式部日記」』
古川日出男／著　新潮社

一条天皇の后が里帰り先で
臨月に。その父で朝廷の最
高権力者・藤原道長を始め、
皆が固唾を飲んで見守る中、
后に仕える私はなぜか憂鬱。
２０２４年大河ドラマで大
注目、『源氏物語』の作者・

『粕汁の本 はじめました』
松鳥むう／文　西日本出版社

おいしい粕汁、変わった粕汁、
発祥の地と言われる場所の
粕汁、居酒屋の粕汁。立ち
飲みの粕汁や、酒粕豆知識
など粕汁の魅力満載。変幻
自在の発酵食、粕汁を思う
存分ご賞味ください。

『イチゴ高設栽培の作業便利帳』
伏原肇／著　農山漁村文化協会

屈み作業がなくて楽ちんだ
が、土耕栽培のように地下
からの毛管水がないところ
が盲点のイチゴ高設栽培。
土耕と高設栽培の利点や欠
点を比較しつつ、高設栽培
の設置や管理方法について
詳しく解説する。

『大ピンチずかん２』
鈴木のりたけ／作　小学館  

子どもが大ピンチに陥って
しまったとき、その大ピン
チの理由がわかれば、そん
なにおそれることはない。
さてきみの大ピンチの原因
はなんだろう？ドキドキ？
イライラ？それともつら
い？

一般書 一般書

一般書 児童書

お問い合わせ先　　あわくら会館・図書館 TEL ０８６８-７９-２１１６　教育委員会事務局　TEL 0868-79-2216

図書館の
おやすみ

ご利用案内
あわくら会館 開館時間        ８：３０～２２：００ 
あわくら図書館 開館時間     １０：００～ １８：００
図書館の休館日：祝祭日、毎月最終月曜、年末年始

2月

※書籍の情報は版元ドットコムHPより参照
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うっちー先生の読み聞かせ会

　１２／９（土）にうっちー先生のクリスマス読み聞かせ
会を開催。今回の参加者は村民１００パーセント！う
っちー先生もすっかりおなじみになって子どもたち
から「うっちーせんせ～い」との親しみのこもった声
も飛び交います。次回は３／１０（日）にひな祭り読み聞
かせ会を行います。

　小さな子向けの卓球台が百森ひろばに仲間
入りしました！ミニラケットも図書館カウ
ンターで貸し出しできます。たくさん遊んで
くださいね♪

しめ縄作りワークショップ

　１２／１０（日）にしめ縄作りを行いました。１８名も
の参加者でにぎわい、初めに太刀川晴之さん（エーゼ
ロ）から藁の出来るまでのお話の後、新田茂さんより
しめ縄作りを教えていただきました。縄編みに苦戦し
つつも、出来上がったしめ縄に皆さんほっこり顔でし
た。

小さい子向けの卓球台を寄贈
いただきました！



　

場
広
の
い
ど
つ
『る
あ
に
り
な
と
の
園
育
保

、
て
し
と
場
る
え
集
に
軽
気
が
子
親。
』
ビ
ン
バ

等
報
情
て
育
子
か
ほ
う
行
を
供
提
の
場
び
遊

場
の
点
拠
援
支
て
育
子
の
域
地
る
す
供
提
を

の
村
、
は
回
１
月。
す
ま
い
て
し
設
開
て
し
と

て
育
子
く
す
く
す
『る
よ
に
師
産
助
、
師
健
保

相
の
て
育
子
や
定
測
体
身
、
け
設
を』
日
談
相

が
心
関
の
方
の
者
護
保
ど
な
室
教
食
乳
離
や

ト
ン
ベ
イ
る
き
で
加
参
で
子
親
や
習
講
る
あ

服
も
ど
子
た
れ
さ
供
提
ら
か
方
の
域
地
や
ル

が
繋
が
士
同
親
つ
持
を
も
ど
子
の
代
世
同
　

こ
る
す
有
共
を
み
悩
じ
同
く
強
心
は
と
こ
る

倉
粟
西。
す
ま
り
な
く
軽
も
で
し
少
が
心
で
と

て
育
子
く
し
楽
て
べ
遊
て
し
心
安
が
子
親
の

所
場
る
ま
集
が
顔
笑
の
子
親

』
ビ
ン
バ
『

　

し
ま
り
ま
始
が
年
４
２
０
２
ば
け
付
気
　

読
を
本
絵
て
い
つ
に
支
干。
年
辰
は
年
今
！
た

み
・
つ
た
・
う
・
ら
と
・
し
う
・
ね
「み

･･･

」。
た
し
ま
れ
ら
見
が
姿
の
も
ど
子
む
さ
ず
口
と

中
夢
に
び
遊
統
伝
ど
な
い
笑
福
や
し
回
マ
コ

り
繰
も
度
何
も
度
何
も
ら
が
な
し
戦
苦
く
し

手
上
ん
だ
ん
だ
で
と
こ
る
ね
重
を
習
練
し
返

い
な
き
で
！
た
し
ま
り
な
に
う
よ
る
き
で
に

を
長
成、
れ
ら
見
も
姿
う
合
え
教
に
ち
だ
友
お

せ
の
に
上
の
手、
り
た
み
て
し
を
決
対
て
め
決

が
な
し
を
夫
工
な
々
様
と
り
た
み
て
し
回
て

。
す
で
ち
た
も
ど
子
る
い
で
ん
し
楽
ら

感
や
音
で
ん
踏
と
ク
サ
ク
サ
！
見
発
を
柱
霜

さ
寒。
す
ま
れ
ら
見
も
姿
る
い
で
ん
し
楽
を
触

。
す

び
遊
の
は
で
ら
な
冬
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ふ

習
学
気
元
と
さ
る

   

　

、
り
通
字
文
、
は
と
習
学
気
元
と
さ
る
ふ

３
、
科
活
生
は
生
年
２
・
１
。
す
で
』
習

。
す
ま
し
動
活
に
力
動
原
を
い

で
ち
た
分
自
は
生
年
２
・
１
、
度
年
本

　

分
自
も
ど
な
案
提
、
渉
交
、
案
立
や
い
合

倉
粟
西
で
点
視
の
生
学
小
、
い
行
で
ち
た

ま
い
て
し
開
展
を
動
活
る
す
に
気
元
を
村

。
す

　

15

の
間
年
中
小
幼
、
し
指
目
を
春
の
歳

が
ち
た
も
ど
子
、
で
中
の
育
教
た
し
貫
一

活
の
こ
だ
ん
組
り
取
で
年
学
の
れ
ぞ
れ
そ

こ
る
な
に
動
活
る
え
支
を
分
自
、
り
残
に

る
す
動
行
、
力
る
え
考
な
切
大
で
上
る
き

。
す
で
習
学
る
が
な
つ
に
力

！
賞
受
賞
秀
優

　ト
ス
テ
ン
コ

　
12
月
9

社
本
京
東
社
聞
新
日
毎
）
土
（
日

健
保
、
れ
わ
行
が
式
彰
表
の
」
ト
ス
テ
ン
コ

し
と
表
代
校
本
が
諭
教
夢
未
瀬
浜
の
科
育
体

年
今
。
た
し
ま
し
席
出
て

で
37

る
な
と
目
回

校
０
０
０
４
年
毎
、
は
に
ト
ス
テ
ン
コ
の
こ

ト
ン
エ
ら
か
地
各
国
全
が
校
学
る
え
超
を

れ
さ
査
審
が
ど
な
組
取
の
め
た
の
り
作
康
健

の
育
体
健
保
ら
か
度
年
昨
は
で
校
本
。
す
ま

体
新
や
ム
イ
タ
の
走
離
距
長
、
で
中
の
業
授

と
こ
る
す
け
付
位
順
を
ア
コ
ス
の
ト
ス
テ
力

高
を
力
体
ど
な
る
す
施
実
で
年
学
全
を
グ
ン

国
全
う
い
と
」
賞
秀
優
「、
果
結
の
査
審
終

。
た
し
ま
し
賞
受
を
賞
る
す
値
に
目
番
７
で

が
ち
た
徒
生
に
ら
さ
、
り
よ
に
賞
受
の
回
今

。
す
ま
い
て
し
待
期
を
と
こ
む
励
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地方創生推進室　79-2221

           光
観
業
産
と
長
村
は
置
設
の
へ
園
公
！
た
し
ま
し
置
設
を
板
看
が
生
学
小
に
園

。
す
で
徴
特
が
の
る
あ
面
４
、
は
板
看
る
す
介
紹
を
力

な
行
を
ト
ン
ベ
イ
て
し
待
招
を
ち
た
児
園
の
園
稚
幼
、
は
に
目
露
披
お
置
設
　

元
ら
か
中
園
公
、
り
回
び
遊
て
れ
忘
も
さ
寒

あ
も
面
場
な
う
そ
し
惜
残
名
、
り
が
上
ん
さ

い
あ
れ
ふ
「。
生
年
６
た
き
て
し
動
活
に
マ

た
い
ら
も
で
ん
し
楽
に
人
な
ん
ろ
い
を
園
公

　！
に
気
元
を
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ら
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習
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こ
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イベント・手続き一覧

交換済みギフト一覧

ポイント受取り・交換履歴

アカウント情報の登録・確認

お問い合せ連絡先

ログアウト

トップ画面右上の「≡」ボ
タンから、「アカウント情報
の登録・確認」と進んでご
確認ください。

今期クリエイティブツール
特別講習受講生の皆さん

受講者の作品例
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地方創生推進室：79-2221
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Ｓ
Ｎ
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写真投稿について　　産業観光課　　　79-2230
あわポについて　　　地方創生推進室　79-2221　
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◆ホームページ http://www.e-tax.nta.go.jp/ ◆問い合わせ先 津山税務署 0868-22-3147

せ
ら
知
お
の
催
開
談
相
税
納

令和６年２月１６日（金）～３月１５日（金）まで
令和５年分の所得税確定申告が始まるのに併せて、令和６年度住民税（村県民税）の申告受付
を行います。役場では、「納税相談日程表」のとおり、あわくら会館東４（役場内）の会場に
おいて納税相談を行います。申告が必要な方は、会場へお越しください。
所得税の確定申告は、津山税務署でも受け付けていますのでご利用ください。（令和 6 年 2 月
16 日～）（注）青色申告の方は、村の申告相談会場では受付できません。税務署にご相談くだ
さい。

会場：あわくら会館東４ 午前８時４５分 ～ 午後４時
２月１６日（金）

１９日（月）
２０日（火）
２１日（水）
２２日（木）
２６日（月）
２７日（火）

別 府
引 谷
中土居
下土居

筏津・知社
影 石
塩谷

猪之部
大 茅
谷 口
坂 根 
村営住宅

５日（火）までに
申告できなかった方

２８日（水）
２９日（木）

３月１日（金）
４日（月）
５日（火）

３月 ６日（水）
～１５（金）

納税相談日程表

確定申告が必要な方
○事業所得や不動産所得などがある場合
　令和５年中に事業所得（営業・農林業など）、不動産所得、配当所得、譲渡所得などがあっ
　た方で、所得金額が、所得控除の合計額を超える方
○給与所得者の方で以下に該当する場合
　①給与の収入金額が２，０００万円を超える方
　②年末調整済みの給与＋退職所得以外の所得が２０万円を超える方
　③給与を２カ所以上からもらっている方など
　※医療費控除や寄付金控除など各種控除を追加する場合や年の途中で退職して年末調整を受
　　けていない方が、還付を受けるためには申告が必要です。
〇副業による所得がある場合 雑所得としての申告が必要です。
〇個人年金、保険の満期返戻金等の受け取りがある場合 雑所得としての申告が必要です。

住民税申告が不要な方
①すでに確定申告書を税務署に提出している方
②給与所得のみの方で、勤務先で年末調整を受けた方
③公的年金等（国民年金、厚生年金、企業年金、恩給など）のみの所得の方
④令和５年中に無収入であった方で、村内の親族に扶養されている方
この申告は、令和６年度の村県民税や国民健康保険税などの賦課のための資料となるほか、後
期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、福祉サービスの算定資料になります。申告されて
いないため、軽減が受けられない場合や所得証明書が発行できない場合がありますので、必ず
期限内に申告して下さい。

※年金所得者の方で、「公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、公的年金
等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下」の方は確定申告が不要です。
※青色申告または直接税務署へ確定申告をされる方で、社会保険料控除証明書（国民健康保険
税等）が必要な方は、総務企画課または保健福祉課の窓口へお申し出ください。
確定申告が不要でも住民税申告が必要な場合があります。住民税申告が不要な方は次のとおりです。

申告に必要なもの
　①税務署から申告書が届いている方は、必ずその申告書を持参してください。
　②印鑑（認印）、本人確認書類（マイナンバーカード・運転免許証など）
　③令和５年中の所得がわかる書類
　※給与・年金の源泉徴収票、保険の満期や解約・個人年金の申告用証明書・事業所得・不動産
　　所得・補助金・助成金収入などの収支がわかる書類
　④令和５年中の控除がわかる書類
　※社会保険料控除を受ける方は、国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、後期高齢者
　　医療保険料の支払い明細書
　※生命・地震保険料控除を受ける方は、支払保険料控除証明書
　※医療費控除を受ける方は、下記☆２参照
　⑤障害者控除を受ける方は、障害者手帳
　⑥山林所得・土地、建物等の譲渡所得のある方は、売買契約書または明細書
　⑦還付を受ける場合は、申告者本人名義の預貯金通帳
☆１農業所得がある方は収支計算書が必要です
　農作物（米・野菜など）を作付けして出荷・販売した方は申告が必要です。次の書類を持参してください。
　①農業所得用収支内訳書（折込参照）
　※必ず事前に作成して持参してください。収支内訳書のできている方から受け付けます。
　②領収書（事前に収支内訳書の項目ごとに整理してください）・帳簿等
　③農機具などの販売証明書
☆２医療費控除について
　医療費控除を受ける場合には、次のＡもしくはＢの提出が必要となります。領収書の提出は不要です。
　（※医療費の領収書は自宅で 5 年間保存する必要があります。税務署から求められた時は、　
　　提示または提出しなければなりません。）
　Ａ：医療費控除に関する明細書
　明細書には①医療を受けた人、②病院または薬局ごとに、年間の合計医療費を記載してください。
　必ず事前に作成して持参してください。明細書のできている方から受付を行います。
　※医療費控除に関する明細書が必要な方は役場までお申し出ください。（国税庁ＨＰからも
　ダウンロードできます。）
　Ｂ：保険者から送付される医療費通知
　※国民健康保険の方は１月～１２月分について、２月中旬より保健福祉課窓口にて発行できます。
　希望者のみ発行のため、必要な方は保健福祉課へお申し出ください。
　※後期高齢者医療保険の方は１月～１２月分について、２月に郵送予定です。

注意→支払った医療費のうち受け取った生命保険や社会保険等を差し引きしたものが医療費控
除額となります。
青色申告で 10 万控除、65 万控除を受けられる方へ
※青色申告はご自身で帳簿、領収書を整理、申告することで控除を受けることができる制度です。申告会場での
支援は行いませんので、ご自身で作成、提出ください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
確定申告について、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成ができます。作成したデータは、
印刷して郵送することができます。また、「e-Tax（電子申告）」「スマホ申告（自宅からの e-Tax）」を利用して
提出することもできます。また、税務署の申告会場への入場には「入場整理券」が必要です。LINE を通じたオ
ンライン事前発行も可能ですので、ご活用ください。
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● 人口　1,339人（-5）  

● 世帯　602戸 （+1）

令和６年1月1日現在の動き人の動き 12月中の移動

出生
死亡
転入
転出

　●  男  636人   （-3）

●  女   705人   （±０） 

0 人
1 人
3 人
7 人

社協だより地域福祉推進
のために

西粟倉村老人クラブ連合会からのお知らせ

配食サービス事業のご紹介

ボランティアいろいろ

　西粟倉村社会福祉協議会では、住民の方が活躍できる事業を行っています。
一緒に活動してくれる会員を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。

　西粟倉村老人クラブ連合会と各地区単位クラブで組織されています。連合会では、ゲートボール大会、囲碁ボー
ル大会、グラウンドゴルフ大会、奉仕作業、子供達との交流事業などを実施しています。
　地区単位クラブは、新年会や会員の相互の親睦を深める楽しい行事を企画して活動を行っています。一緒に
楽しく活動しましょう。

　社会福祉協議会では、西粟倉村の皆さんが「いきいきと元気で暮らせる地域を目指して」事業に取り組んで
います。
配食弁当は、調理スタッフが季節の食材を使った手作り弁当で、ひとり暮らしの方と高齢者世帯の方に “おか
ず弁当” を届けています。お届けボランティアが週２日「こんにちは！お弁当です！お変わりありませんか？」
と声をかけながら、安否確認を行っています。お届けした皆様の “笑顔” と “ありがとう” に元気をもらいな
がら活動をしています。

 

 

毎月広報係が内容を精査し、掲載の可否を決定します。（15日頃までの投稿を次号へ掲載）
事業性のある広告は一般チラシとして有料で折り込みを受け付けています。留意事項

［ 投 稿 方法 ］
・パソコン・スマートフォンから…
西粟倉村役場ホームページにアクセス→ 画面上「お問い合わせ」→「村民掲示板」へ

・あわくら会館内（図書館受付）に設置してある掲示板用紙を投稿箱へ

村民掲示板ページ QRコード
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■ 善意の窓

令和5.12.10～　令和6.1.23
お大事にしてください
別　府　小椋　多久美　様　　
本人　　退院内祝

■ 亡くなられた方

乾　満洲男　様　  （引谷）　1月9日     91歳
浅野　實正　様　  （谷口）　1月14日　 87歳

担当課 事業名 施工場所 落札業者名 契約金額（千円）
建設課 令和５年度林道深山線橋梁保全工事 林道深山線 木原造林(株)勝英事業所 6,435

建設課 令和５年度林道橋梁点検診断業務委託 西粟倉村全域 ファナテック株式会社 3,135

建設課 令和５年度あわくら木回廊改修工事 影石 (有)森岩木材 26,620

建設課 令和５年度いきいきふれあいセンター地中熱利用設備導入工事 影石 (株)末元住宅設備 87,450

入札状況（税込み）

お届けスタッフも随時募集しています。
配食弁当を希望される方は、
民生・児童委員、社会福祉協議会まで
お問い合わせください‼
【お弁当の申込みを希望される方は‥】
対象者：ひとり暮らしの方（７０歳以上）
　　　　高齢者世帯の方（７５歳以上）
内　容：おかずのみ（１食４００円）
配達日：毎週　火曜日と金曜日

（お届けスタッフ） 
 白畠　正宏さん　河野　美行さん 　  

 井上万里子さん　野々上英男さん　
 社協　職員

（調理スタッフ）
 延東　誠子さん　平田むつみさん
 関　茂子さん
 社協　職員

スタッフの紹介をします。

ミニシルバー人材センター
一時預かり託児「おひさま」
病児・病後児保育「にじ」

福祉有償運送事業ドライバー であい茶屋スタッフ

生活応援センター楽々

令和６年度の会員を募集します。村内在住の６５歳以上
の方ならどなたでも入会できます。入会に関しては、各
地区老人クラブ役員又は社会福祉協議会まで

配食弁当

■ お誕生おめでとう

鍋島　旭ちゃん
1月7日生まれ（知社）
お父さん　知弘さん
お母さん　奈保子さん

■ 幸せ多い人生を

河野　奨矢 様（中土居）　（森）尚子 様（八頭町）
なべしま　あさひ
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と
森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携
により実現した「森の町内会－間伐に寄与する
紙－」を使用しています
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割引券
黄金泉・元湯 
期限　令和6年4月30日

割引券
黄金泉・元湯 
期限　令和6年4月30日

割引券
黄金泉・元湯 
期限　令和6年4月30日

割引券
黄金泉・元湯 
期限　令和6年4月30日

割引券

資源

資源

かん

2/11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

3/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

図書館休館日

図書館休館日（蔵書点検期間）

む labo のオープンデー 10:00-15:00
（む labo（旧 JA））

PICK　UP ！

　あわくら大学 12月講座は、西粟倉幼稚園にて、「た
のしい発表会」の演目を披露していただきました。
園児たちは、たのしい発表会で披露した歌や踊り、
合奏や劇など、クラスごとに演じてくれました。大
学生の笑顔やたくさんの拍手のおかげで、のびのび
と元気よく演じることができました。また、大学生
から園児たちにちょっと早いクリスマスプレゼント
を渡し、とても喜んでくれている様子に、大学生た
ちも笑顔いっぱいでした。

教育委員会

あわくら大学 12月講座「たのしい発表会」


